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福井大学は、社会から頼りにされる“元気な大学”の実現を目指します。



 

 
 

  

Ｉ 地域再生・活性化の基盤となる「人材育成」 

○ 教育委員会等と連携した教師の実践力を培う教師教育改革 

○ 理科に強い教員養成・研修 

○ 小中高英語教員の実践的英語教育力向上 

○ 履修証明プログラム活用による社会教育関係職員等の専門的力量形成 

 

Ⅱ 地域産業の持続的な発展に資する「ものづくり・産業振興・技術経営」 

○ 「ふくい産学官共同研究拠点」によるイノベーション創出 

○ 「夢を形にする技術者 IMAGINEER」の産学官連携による育成 

 

Ⅲ 進行する少子高齢化と過疎化に対応する「地域医療の向上」 

○ 医療人育成・派遣システムの構築 

・「福井県地域医療支援センター」を設置 

・大学院博士課程「地域総合医療学コース」を設置 

○ 地域に生きる住民の健康の保持・増進 

・高齢の地域住民の心の健康に関する健診システム 

○ 「子どものこころ」の諸問題への包括的対応 

 

Ⅳ 自然共生社会を実現する「持続可能な社会・環境づくり」 

○ 持続可能な環境づくり 

・環境教育や ESD（持続可能な開発のための教育）指導による里地 

里山等の荒廃や環境汚染の防止 

・環境学習講義等による地域での環境活動リーダー育成 

○ まちづくり 

   ・県都のまちづくりや中小都市の都市機能強化策の共同研究 

Ⅴ 安全・安心に資する「原子力関連分野の人材育成、防災体制の確立」 

○ 原子力関連施設の連携による原子力人材の育成や原子力安全の研究 

○ 原子力防災体制の確立 

○ 緊急被ばく医療に強い救急総合医養成 

 本事業で取り組む重点５分野の 
主な内容 

半導体・デバイス研究 

地域医療実習 

ビオトープを用いた学習 

大学院生による原子力関連施設の見学 

以上の５分野において、県内自治体と２４の事業を推進 

理科に強い教員養成授業 

 

 
 

 
  
 

  

            

 福井大学ＣＯＣ事業のイメージ図 

福井大学は、福井県唯一の国立大学として、地域の教育、医療、産業、まちづくり等を支える人材の育成や新たな科学的

価値の創造を通し、地域に貢献する活動を継続してきました。

 こうした活動実績と、さらなる地域振興のための取組計画が認められ、平成25年度の文部科学省事業「地（知）の拠点整

備事業（大学COC事業）」に採択されました（申請数319件のうち採択数52件）。この事業は、大学と自治体等が連携し、全

学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進めることで、地域再生・活性化の拠点となる大学を形成することを目的とし

ています。福井（福井県、福井市、永平寺町、敦賀市、勝山市、高浜町）の地域課題である重点５分野に戦略的に取り組むた

め、COC推進体制を整備するとともに、地域志向の実践力と創造力を有する学生を育成するため、教育カリキュラム等の改革

を行い、全学を挙げて「福井の知の拠点づくり」を目指します。

 （COC=「Center of Community」の略） 

詳しくは　 福井大学　COC

福大　ＨＯＴ　ＮＥＷＳ

福井の地（知）の拠　点づくりを目指す
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語学教育カリキュラム改革として、

平成25年度から工学部新入生に対

し、また平成26年度からは教育地域

科学部新入生に対し、週2回の英語

授業を実施。加えて、TOEIC 及び語

彙テストを実施し、習熟度別少人数

クラス編成による教育を実施。

平成25年度末に実施した工学部1年

次生全員を対象とした TOEIC では、

入学時と比較して平均スコアが50

点以上上昇する等、高い成果を挙げ

ている。

教育の国際的質保証や教員のグロ

ーバル教育力向上、職員の学生支援

力量向上の観点から、海外の先進大

学の視察・ベンチマークを実施。全

学 FD・SD シンポジウムや海外の先

進大学から講師を招聘して外部評

価を行い、カリキュラムや評価の改

革、学習時間の確保や学期制の見直

しなど国際的通用性を持つ教育課

程の実現を目指す。
 

質の高い「使える英語」の習得のため、

「語学センター」を中心に TESOL 等を

専門とした英語教育のプロフェッシ

ョナルによる実践的な英語専門教育

を実施。
※TESOL（英語を母国語としない人たち 

向けの英語教授法） 

語学センターの交流スペース「Global 

Hub」には、留学経験豊富な学生スタ

ッフや留学生が集まり、リラックスし

た雰囲気の中、語学力を高め、メディ

アの活用や交流イベントへの参加を

通して世界とつながることができる。

また、総合図書館に開設した国内トッ

プ ク ラ ス の 言 語 開 発 セ ン タ ー

（Language Development Center: LDC) 

には、E-learning システムや 2,500 冊

以上の本・1,000 本以上の DVD 等の教

材を備え、充実した自主学習環境を提

供する。

 

オープンキャンパスに訪れた受験生の声 
「福井大学にこのような充実した施設が
あると知らなかった。志望校の一つとし
て考えたい」 

スピーキング練習が可能な 

遮音室の個別学習ブース（LDC） 

海外先進大視察風景 

米ブラウン大学 FD センター長を招聘 

平成 25年度は、37の短期海外研修プ

ログラムに延べ約 210 名が留学。

語学研修やホームステイ、グローバル

企業の見学などさまざまな経験を通

し、語学力や異文化感受性などを培

う。

 

Global Hub での異文化交流 

＜アジア＞  

韓国：東亜大学校、釜慶大学校、嶺南大学校 

台湾：国立成功大学、中国医薬大学 

中国：天津工業大学、上海理工大学、西安理工大学 

インドネシア：アイルランガ大学 

タイ：キングモンクト工科大学、 

スィーパトゥム大学、タマサート大学 

ベトナム：ハノイ工科大学 

マレーシア：プトラ大学、マラヤ大学 

バングラデシュ：クルナ科学技術大学 

＜アフリカ＞  

ウガンダ：マケレレ大学 
 

＜オセアニア＞  

オーストラリア：ジェームズクック大学 

ニュージーランド：オークランド大学 
 

＜北米＞  

アメリカ：ポートランド州立大学、 

マサチューセッツ大学ローウェル校 

カナダ：オカナガン大学、トロント大学 
 

＜ヨーロッパ＞  

イギリス：バーミンガム市立大学、レスター大学 

スウェーデン：チャルマース工科大学 

ドイツ：アーヘン工科大学、ハンブルク大学 

など   

平成25年度海外留学実績（一部）

中国・上海理工大学での専門分野型研修 

 主 な 取 り 組 み 

学生のニーズに合わせた 

多様な留学プログラム 

米国・ポートランド州立大学での語学研修 

「語学センター」による 

実践的英語教育 

英語インストラクターによる英語授業風景 

国際的評価に基づいた 

カリキュラム改革 

 

 
 

  

福井大学では長期目標として、「21世紀のグローバル社会

において高度専門職業人として活躍できる人材の育成」を

掲げています。平成24年度に東海北陸地区の国立大学

で唯一採択された、文部科学省の「グローバル人材育成推

進事業」では、工学部・工学研究科を中心に「世界的な視

点をもった高度専門職業人の育成」を目指し、様々な取組

を進めています。 

目指すは北陸地方のグローバル化の拠点に！ 
福井大学では、以下のような施策を推進し、地方の中小規模総合大学が実施可能な、 

これからの地方に必要なグローバル人材育成モデルの構築と実行を目指します。 

福大 ＨＯＴ ＮＥＷＳ 

「福井大学グローバル人材育成推進事業」概要 

実践的英語教育 国際的通用性を持つ教育課程

質の高い「使える」英語教育
e-learning/online教育による
自主性の高い学習
TESOL教員による
実践的語学教育
習熟度別少人数教育

● グローバル教育力の向上
● 継続的ベンチマーキングによる
　 国際的教育評価

語学センター 高等教育推進センター

・学修時間の確保増大
・カリキュラムの質的転換
・学期制の見直し

全 体

共通教育
・ 初年次教育の充実

・ 複合的・学際的なコアカリキュラム

・ 探求・参加型プロジェクト学習
（アクティブラーニング）

・ 外国語学修時間数増

●
●

●

●

到達目標

H28年度末の全学部2年次末の

TOEICスコア600点

H28年度卒業生の15.3%

（TOEFL PBT550）
TOEIC 750点

均
平

実践的グローバル人材育成プログラム

ノウハウを展開

産学官連携本部 国際交流センター

福井大学
留学生同窓会

産業界
海外進出地元企業

独自の短期研修プログラム
実施実績

中長期海外留学
短期海外研修プログラム●

●

福大　ＨＯＴ　ＮＥＷＳ

グローバル人材育成
福井から世界へ

詳しくは　 福井大学　語学センター
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教育地域科学部 医学部 工学部 

90.8% 96.8% 94.4% 
就職率ランキング  卒業生数 1,000 人以上の国公私立大学 

順位 大学名（国私の別） 卒業者数 就職者数 
大学院 

進学者数 

2011 

就職率 

2012 

就職率 

2013 

就職率 

 1 福井大学（国立） 1,235 906 289 94.7 95.8 95.8 

 2 名古屋大学（国立） 3,862 2,321 1,398 93.0 93.5 94.2 

 3 名古屋工業大学（国立） 1,614  886 667 91.4 - 93.6 

 4 東京工業大学（国立） 2,789 1,447 1,241 92.3 92.1 93.5 

 5 九州工業大学（国立） 1,677 1,012 594 90.5 95.3 93.4 

 6 愛知工業大学（私立） 1,264 1,080 100 89.6 91.5 92.8 

 7 芝浦工業大学（私立） 2,194 1,575 473 90.1 89.9 91.5 

 8 金沢工業大学（私立） 1,556 1,267 163 89.2 91.8 91.0 

 9 電気通信大学（国立） 1,458  844 524 91.6 87.8 90.4 

10 昭和女子大学（私立） 1,206 1,054  38 86.1 86.7 90.2 

大学通信調査の「全国大学就職率ランキング」 就職率＝就職者数÷（卒業者数-進学者数）  回答：全国 546 大学、全国平均 79.6% 

                

  

 

高い就職率！ 

「サンデー毎日」(平成２５年７月２８日号)にて、平成２５年春卒業・修了者の全国大学就職率ランキング（大学通信調査）

が発表され、本学は複数学部を有する国立大学において 6 年連続 1 位となりました。卒業生 1,000 人以上の国公私立大

学においても 3 年連続 1 位となり、高い就職率を保持しています。

 

低い離職率！ 

在職期間３年以内の離職率(7.1%)

は全国平均(31.0%)を大幅に下回っ

ており、企業からその高い定着率が評

価されています。 

               

  ・地域と密着した人間力育成事業の実施 

  ・日々進歩・変化する医療現場への適応能力育成 

  ・夢をかたちにする技術者育成の徹底 

                   

・就職担当教員、キャリアカウンセラーが学生を全力支援 

  ・求人票をデータベース化し、学内や自宅のパソコンから

閲覧できる「福井大学求人票閲覧システム」を運用 

                 

・充実した就職支援講座の開講 

・多くの企業との出会いの場の提供 

参考：福井大学の教育と卒業生についてのアンケート

調査(平成 25 年 8 月実施)及び「新規学卒就職者の在

職期間別離職率の推移(厚生労働省 HP) 

就職支援室キャリアカウンセラーによる就職相談 

学内合同企業説明会 

毎週開講される就職ガイダンス 

企業人事担当者の声 

（平成 25 年度企業アンケートより）

皆大変真面目で意欲的に仕事に取り組んでい

ただいており、既に何件も自分の現場を抱えて

います。誠実で仕事に対する熱意を持っている

ため、安心して業務を任せることができます。

社内での評価も非常に高く、ご入社いただけた

ことを本当に嬉しく感じております。 

2.2%

5.8% 7.1%

13.0%

23.5%

31.0%

在職１年以内 在職２年以内 在職３年以内

 

 
 

  

附属学校における 

「学校拠点方式」の 

新しい展開 

            

■「学校拠点方式」：学校現場が大学院 

大学教員が学校に赴き、学校の抱える課題を学校と大

学とが協働で取り組む教師教育を「学校拠点方式」と

呼びます。 

学校を大学院の 

学び舎とした 

教師教育の実施 

福井大学の教員養成は、教育に携わる高度専門職業人として活躍できる人材の育成を積極的に推進しています。そのた

めに、大学における従来の教員養成を抜本的に改革し、「学校拠点方式」と呼ばれる、地域の学校を拠点にした教師教育
の革新を実現するための取組を進めています。この取組は国からも認められ、平成２４年８月２８日の中央教育審議会答
申では「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」において教員養成のモデルとして紹介
されています。
さらに、附属学校園を先端的教師教育研究の拠点と位置づけ、教育の質の高次化とそれに対応できる教員の養成のた

め、学部・研究科・附属学校園が協働して現場指導に取り組む、より一層緊密に連携した教育研究体制の構築を目指し
ています。 

学校拠点方式の 

全国展開 

福井県内に 

11 校の拠点学校

と 3 拠点施設 

学校を大学院の学び舎とした 

教師教育の全国展開 

（教師教育改革コラボレーション） 

福大　ＨＯＴ　ＮＥＷＳ

教員養成改革 就職率６連覇

教師の生涯にわたる職能成長を支える
研究実践型教師教育システムの構築

2.2%
5.8% 7.1%

13.0%

23.5%

31.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

在職１年以内 在職２年以内 在職３年以内

福井大学卒業生

新卒採用者全体

詳しくは　 福井大学　教職大学院

詳しくは　 福井大学　就職率6連覇

在職期間別離職率の推移
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医学画像教育専用サーバに登録した人体解剖画像、病理組織画像、CT、MR、

PET などの先進的臨床画像や分子イメージング画像を、臨床基礎科目および

臨床実習の場で利用し、高度化・精緻化する画像診断を、充分に活用できる

医師を養成 

さらに、遺体専用 CT と MRI とを有する Ai センターでは、死後画像を活用し

た先進医学教育、解剖所見との対比や画像解析を通じた終末期の臨床医学研

究や医療安全評価、並びに警察の司法捜査や死因究明など地域社会にも貢献 

（３）高度な臨床能力を備え 
地域社会のニーズに対応した 
優れた指導的医療人の育成 

（４）夢を形にする技術者 IMAGINEER の育成 

医学画像教育用システムを活用する臨床実習 

幅広い職業選択（看護師・保健師・助産師）が出来る独自カリキュラムを実

施。県内で唯一助産師を育成 

大学院附属の地域医療高度化教育研究センターでは、社会のニーズに対応し

た「慢性呼吸器疾患看護」や「手術看護」の認定看護師養成や学び直しの取

組を実施 

大学院医学系研究科修士課程に、平成 26 年 4 月「災害看護専門看護師教育

課程」を設置 

看護実習 

○学部教育 
 ・夢を形にする技術者育成プログラム（H2��GP） 
 ・学士力涵養の礎となる初年次教育の充実（H21�GP） 
  
○大学院教育 
 ・派遣型高度人材育成協同プラン（博士前期）（H18） 
 ・創業型実践大学院工学教育（博士前期）（H18） 
 ・学生の個性に応じた総合力を育む大学院教育 

（博士前期）（H1��GP） 
 ・産業現場に即応する実践道場（博士後期）（H22） 
 ・ポストドクター・インターンシップ推進事業 

（博士後期）（H23） 

■採択された文部科学省等の公募型教育プログラム 

フォーミュラーカー製作プロジェクト 

平成 25 年 4 月に大学院医学系研究科「統合先進医学専攻」に全国初となる

「地域総合医療学コース」を設置し、地域に貢献できる臨床研究能力や教育

的指導力を備え、地域医療をリードする、質の高い総合診療医・ＥＲ救急医・

家庭医等を養成 

■看護：多様化する社会のニーズに応える専門的な看護力を育成 

■全国初の大学院「地域総合医療学コース」の設置 

大学院に「繊維・ファイバー工学分野」の専攻を有する

信州大学、福井大学、京都工芸繊維大学が教育研究資源
を連携・融合し、各大学の強みを活かし、３大学で繊維
の世界をリードする繊維系大学連合の構築を目指す 
＜本学の強み＞ 
・電子線照射技術など繊維機能加工に関する研究が可能 

・ナノ繊維化技術や繊維の医療等への展開にも強み 
・地元繊維産業の現場に直結した研究や教育 

■繊維系大学連合による次世代繊維・ファイバー 

工学分野の研究および人材育成 

知能ロボットプロジェクト 

■革新的画像医学教育：高度な画像診断教育で医師の「診る」を鍛える 

■創造力と実現力を育む創成教育 

学生の自主性や創造性、知識・技能を総合して問題解決する実践的能力の
育成を目的とし、学科・学年の枠を越えた学生グループで各自の専門分野

の知識も活用して学際的・具体的問題に取り組む 
・知能ロボット・プロジェクト 
・アプリ開発プロジェクト 
•エコロジー＆アメニティ・プロジェクト 
・フォーミュラーカー製作プロジェクト 

■産業現場に即応する実践道場 

業界の幅広い分野からの課題解決型の実践現場の提供
とエキスパートの教育参加によって、広い視野をもち、
自ら考え行動していく自律型産業人材の育成を目指す 

※GP(Good Practice)･･･文部科学省が選ぶ優れた取組 

ＭＲＩによる撮影 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

教育 
人づくりを通じた貢献 

（１）地域を支える優れた人材の輩出 

※福井県のデータは、教：平成 25 年度学校基本調査、医：平成 24 年医師・歯科医師・薬剤師調査、看：平成 24 年看護関係統計資料集、工：平成 22 年国勢調査より。

福井大学卒業生のデータは、平成 24 年度時点の同窓会データより。 

■教育地域科学部 －地域の次世代を育てる教員の養成－ 

○福井県の教員数（小中高・特別支援学校）７，６３１人 

○うち本学の卒業生数 ３，０９９人 

■工学部 －地域産業を創造する技術者の養成－ 

○福井県のエンジニア、科学研究者 １１，５９０人 

○うち本学の卒業生数 ４，６８４人 

４割 

（２）実践力重視の教員養成教育 

■地域と協同する実践的教員養成プロジェクト 

○学部教育 

「ライフパートナー事業」 

 学生が、不登校児童生徒の学校、家庭を訪問し、「よき話し相手」 

として接し、交流を深め、児童生徒の自立を側面的に援助 

一緒に活動する中で互いに信頼関係が生まれ、子どもの「心の支え」 

として活動 

  「探求ネットワーク事業」 

   子どもたちと共に人形劇、気球・料理作り、まちかど調査隊 

などの探求活動を展開しながら、子どもの主体的な学習活動 

を支え、組織学習力を養う 

 

  「教育実践研究」 

   学生が４年間かけて履修する総合実践プロジェクト。1 年次 

   から附属学校園等に出かけ、実践と研究を往還しながら活動 

  

○大学院教育 

   「学校拠点方式」：学校現場が大学院 

   小中学校の現場（拠点校、協力校）を大学院の教室に 

探求ネットワーク事業 

教育実践研究（教育実習） 

ライフパートナー事業報告会 

■医学部 －地域医療を担う医療人の養成－ 

○福井県の医師数 １，９７５人 

うち本学の卒業生数 ５６５人 

○福井県の看護師・保健師・助産師数 ７，４４６人 

 うち本学の卒業生数 ２９４人 

県内で唯一助産師を養成 

４割

４割

３割

県内教員数の割合

県内医師数の割合

県内エンジニア・科学研究者の割合

本学出身

本学出身

本学出身
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平成２５年度において、新たな科学的価値を創造する研究拠点として｢先端医工連携研究推進特区｣を新たに設置し、５名
の特区研究者を決定しました。福井大学が強みを持つ医工連携の研究分野において、研究者の教育面や管理面の負担を軽
減し、自由に研究が行えるよう経費支援や研究スペースの優先的使用に配慮し、世界に通用する研究成果を生み出すこと
を狙いとしています。 

 高エネルギー医学研究センター  岡沢 秀彦 教授 
 「最先端画像工学による新たな診断法の確立」 
■福井大学が長年取り組んできた革新的な PET 薬剤開発とそれ

を用いた PET診断技術は、国内外で高く評価されています。

現在、この特色ある画像医学を更に発展させ、からだの臓器

機能を分かりやすく描出し、がん治療などに役立つ新しい画

像診断用薬剤と診断法の開発に取り組んでいます。近年こう

した生体機能画像は、工学系技術とともにめざましく進歩し

ていますが、本学では医工連携による新たな医療技術、画像

工学技術を確立させ、先進医療への応用を目指します。 

<PET画像の放射線 
 治療への応用> 

 医学部医学科分子生理学領域  老木 成稔 教授 
     「イオンチャネルの機能とその構造の解明」 
■あらゆる細胞を取り囲む細胞膜上には、細胞が情報処理を

行うための「イオンチャネル」という膜タンパク質が存在

します。生体には多種類の「チャネル」がありますが、共

通してその中心を貫く穴（細孔）があり、ナトリウムやカ

リウムなどのイオンはこの細孔を通って細胞内外を高速

で移動しています。細孔にはゲートという扉があり、イオ

ンの流れを制御することで電気信号を発生し、神経などで

は速やかに情報を伝えることができます。脳の活動や心臓

のリズムは臨床的には脳波や心電図などの電気現象とし

て捉えられますが、これらのもとにはチャネル活動がある

のです。チャネルの機能が損なわれると、不整脈、高血圧、

糖尿病など様々な疾患（チャネル病） 

が起こります。本研究では、１分子 

のチャネルが機能する姿を見ること 

により、その仕組みを解明し、 

チャネル病の理解と治療への道筋を 

拓きます。 

 大学院工学研究科 生物応用化学専攻  沖 昌也 准教授 
     「単一細胞の世代を超えた発現状態の変化を追跡するシステム」 
■本研究では、後天性疾患の原因解明に役立てられる「エピジェネティクス」

の制御をうける領域において、従来の細胞集団ではなく、単一細胞で追跡す

るシステムを確立しました。この手法を使って、ストレスや低線量の放射線

を浴びた場合などの外的要因が細胞に与える影響をエピジェネティックな

遺伝子の発現状態の変化を捉えて解析し、寿命に対する影響や後天性疾患の

原因解明に役立てていきます。 

 大学院工学研究科 知能システム工学専攻  池田 弘 教授 
 「複数の細胞活動の同時イメージングによる脳機能の解明」 
■脳機能の解明には、脳内の複数の細胞が作る複雑な回路を信号が伝わる様子を計測する技術

が必要です。本研究では、生体において脳内の複数の細胞の活動を個々の細胞を同定した上

で捉え、リアルタイムに同時計測できるシステムを構築していきます。また、これを用いて、

感覚情報処理や感情、発達障害を中心に様々な脳機能の機構を解明することにより、医学の

発展に貢献することを目指しています。 

 大学院工学研究科 材料開発工学専攻  川崎 常臣 准教授 
 「不斉自己触媒反応によるキラルアミン類の新規合成法の開拓」 
■キラル化合物とは、左手と右手の関係のような実像と鏡像の関係にある分子をいいます。医農薬の合成中間体などとして重要

なキラルアミン類の合成を、不斉自己触媒反応によって行う新規手法を本研究で開拓します。キラル触媒の構造と生成物であ

るキラルアミン類の構造が同一であるため、反応中に触媒が増え、高い反応効率を実現できます。また、反応終了後には両者

の分離をする必要がないため、製造の現場でも効率よく生産できるため、省エネ・コストダウンが見込めます。 

CCDカメラ

レーザー光源 顕微鏡

共焦点スキャナ

チャンバー

脳

<単一細胞における遺伝子 
  発現変化を可視化> 

<１つの細胞の生涯に 
おける発現変化を追跡> 

<複数の細胞活動を同時 
 計測するシステム> 

（２）先端医工連携研究推進特区 

水分子とイオンの交互通過を 

世界初発見 

 

 
 

  

（１）世界／全国レベルの研究拠点を目指す 研究 
科学技術の発展と 

地域社会への貢献 

大阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学研究科 

本学が強みとする「画像診断による脳機能解明」に関する 

研究等を活かし ALLJAPAN 体制で、子どものこころの諸問題 

の解明に取り組む。主に学校教員や心理士、看護師、医師、 

社会福祉行政担当者等を対象に、発達障害および子どもの 

こころに関する高度専門家の育成を目指す。 

■全学をあげての子どものこころの諸問題の解明 

高エネルギー医学研究センター 

サイクロトロン及びポジトロン断層撮影（ＰＥＴ）装置を用いて生体の

機能や病態を画像化し、疾患の診断と予防に関する研究を推進 

（米国ワシントン大学や放射線医学総合研究所他と学術提携） ＰＥＴ薬剤（放射性薬剤）製造用 

「サイクロトロン」 

■国際的画像医学研究教育拠点 

大阪大学
金沢大学

浜松医科大学
千葉大学
福井大学

福井
大学

（連合大学院）

子どものこころ診療部医学部 附属病院

こころの形成発達科学講座
（福井校）

子どものこころの発達研究センター ＜学内関連機関＞

連携

連合小児発達学研究科

子どものこころの発達研究センター 

子どもの「こころ」の問題を解明し、治療・支援するための研究に取り組む。

（１）行動との関連も深いとされる、嗅神経系の神経回路が、においをキャッチ

する分子固有の揺らぎの特性により規定されることを世界に先駆け発見。 

（２）自閉症診断マーカーとして血清中脂質が有用であることを確認。

（３）治療薬としてのオキシトシンの有用性について、日本の中核組織の一つと

して検証実施。 

（４）小児の ADHD（注意欠陥多動性障害）患者では、報酬に対する感受性が低下

していること、そしてこの特性が投薬により回復できることを確認。 

■遠赤外領域研究の世界的拠点 

遠赤外領域開発研究センター 

世界最高周波数（１テラヘルツ超え）を記録した独自開発の高出力遠

赤外光源「ジャイロトロン」を応用した遠赤外領域の研究を推進 

（海外１９機関と国際共同研究を展開） 
電磁波発生装置 

「ジャイロトロン」 

詳しくは　 福井大学　高エネ

詳しくは　 福井大学　遠赤

詳しくは　福井大学　子どものこころ
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研究 
科学技術の発展と 

地域社会への貢献 

（４）研究推進体制・機能の充実強化 

■産学官連携本部・ＵＲＡオフィス 

 ○地域に根付くイノベーションエコシステムの整備 

（目標）地域企業に「技術開発」と「人材育成」に関するソリューションを提供し、その連携を通じ

て大学における多様かつ持続的な「知」の創出に貢献する。 

  【ふくい方式の産学官連携活動】 

段階 内容 特徴 

PLAN 地域の産業力強化戦略と先端・先進の「知」

との融合による新しい地域共同研究プラン 

人“財”の共有、大学を“現場”とする作戦

会議 

DO 産業界を巻き込んでイノベーション創造チ

ームを構成し、プロジェクト研究を実施 

責任企業の設定、製品化・事業化まで盛り込

んだロードマップ作成 

CHECK 研究成果を吟味して事業化への道筋を確認 企業内サテライト研究エリア、大学内共同研

究拠点設定などリソースの相互提供 

ACTION 企業が利活用しやすい形への技術の洗練、

事業化の支援、波及効果の明確化 

学官が並走して事業化支援（省庁間橋渡し

等）、官学協働で事業化までフォロー 

 

  

「ふくい産学官共同研究拠点」 

燃料電池やめっき処理、レーザー微細加工などの研究

に必要な最先端の試作・評価機器を３０種類設置し、

環境・エネルギーに関する共同研究を推進 

教員、URA、事務職「協働」による持続的産学官連携活動への取組み事例 

「ひとつ屋根の下」の協働！ 

「インキュベーションラボファクトリー」 

大学のもつ技術シーズを、地域の「ものづくりの匠」

の技を駆使して「試作品」を製作し、市場性を問う。

URA や地域人材の積極的関与を含めた広がりのある

「見える化」を推進、産業界への橋渡しへ 

 

イメージを「見える化」する試作！ 

企業と共同利用できる最先端計測機器 

試作品の例（（a）冬虫夏草抽出品、 

(b)油管理計、(c)リチウムイオン電池） 

(a) 

(b) (c) 

「ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレーション（ＵＲＡ）」 

研究者とともに研究活動の企画・マネジメントを行い、大学におけ

る研究の卓越性を追求、社会がわくわくする「知」の創出へ 
文部科学省「リサーチ・アドミニストレーターを育成・確保するシステムの整

備」事業採択（平成２４年度：全国で１０大学） 

一心に「知」を創出に取り組むための組織づくり！ 

産学官でイノベーションをハイブリッド推進！ 

教員と URA のシーズ・ニーズ議論風景 

 

 
 

  
        

 
 

 

  

研究 
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○原子力の安全性向上、防災危機管理の向上、地震・津波に強い

原子力システム、適切かつ迅速な放射線防護対策等の研究や国

内外の原子力の安全・防災に係る人材育成を進めるため、平成

２４年４月「原子力防災・危機管理部門」を設置。平成２６年

４月に廃止措置に係る研究・人材育成をさらに進めるため「原

子炉構造システム部門」を「原子炉構造システム・廃止措置部

門」に改組 

○地域の原子力防災力の強化を目指し、防災教育による人材育成、

防災計画を検証する技術開発、緊急時の活動支援する体制構築

などを周辺自治体等地域と連携し推進 

○日米仏、中東、アジア地域の大学・研究機関との安全性向上に

関する研究の推進、研修生の受入、学生の短期留学、研究所ス

タッフの派遣などを通じ、各国の安全技術の向上、国際的に活

躍できる人材の育成を推進 

○格納容器の破損防止対策など原子力施設の安全性向上に関する

基盤技術の強化・充実や高レベル放射性廃棄物の効率的かつ安

全な処理方法など放射性廃棄物の減容等環境負荷低減に資する

研究開発の推進 

■附属国際原子力工学研究所 

 世界トップレベルの特色ある原子力人材育成及び

研究開発を行い、環境と調和した持続的なエネルギ

ー供給基盤を持つ世界の構築に貢献することを目

的として、平成２１年４月設置、平成２４年３月敦

賀市に移転。福井県嶺南地域の研究機関や民間企業

等との共同・協力、地域に開かれた研究所として、

講演会、セミナー等を通した地域貢献を推進 

研究発表会 

東電福島第一原子力発電所事故後の安全への取組み 

研究所外観 

実験室 

（３）原子力の基礎基盤から原子力防災
を基軸にした地域への貢献 

国際セミナー 

 

地域の原子力防災 

組織図(2014.4.1) 

原子炉物理学部門

原子炉熱水力部門

原子炉燃材料部門

原子炉構造システム・
廃止措置部門

廃止措置 廃棄物処理・処分 耐震・耐津波 システム設計

原子力防災・危機管理部門

シビアアクシ
デント評価

危機管理
放射線計測

・防護
基準・規則国際化

国際交流・人材育成推進部門

詳しくは　 福井大学　原子力 詳しくは　 福井大学　ＵＲＡ詳しくは　 福井大学　産学官
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科学技術の発展と
地域社会への貢献



 

 
 

  

   

  

■「緊急被ばく医療に強い救急総合医養成」プログラム 

…地域のニーズに即した医療人の育成 （（独）科学技術振興機構） 

○日常のあらゆる疾患を診療できる「総合医」 

○救急診療に関わる初期対応能力を備えた「ER 型救急医」 

○有事に貢献できる「緊急被ばく医療専門医」 

■福井メディカルシミュレーションセンター 

県内すべての医療従事者を対象に、多様な実技トレーニングの 

できる研修施設を整備。検査・治療等の疑似体験カリキュラム 

を導入し、地域医療人教育を高度化 

 ・地域医療を志す医学生、看護学生、研修医、新人看護師の 

実技訓練  

 ・救急対応の標準化 

 ・県内医療従事者の生涯教育の充実   

■医師派遣 

福井県内唯一の医学部として、県内を中心に１６９医療機関に 

医師を派遣 

 

■僻地医療を遠隔診断により支援 

○ＴＶ会議システム、遠隔病理診断及び遠隔画像診断による支援 

○専門ドック（腫瘍ドック、脳ドック） 

 

■産婦人科医が不足している地域の分娩を支援 

分娩できる病院のない自治体（勝山市・大野市）の支援のため 

設備を整備し分娩を受入 

 

■地域の医師は、地域が育て、地域が守る 

和田診療所、高浜病院等において学生や研修医教育を通じて 

地域医療再生の鍵となる家庭医・総合医を育成 

 

医療 
すべては”患者中心の

医療”のために 

本プログラムの受講生が、東日本大震災時

に現地で力を発揮し高い評価を獲得 

ＴＶ会議システムを利用した医療支援 

在宅診療を行う医師と研修医 

（３）地域医療の担い手の育成 

福井メディカルシミュレーションセンター 

 

 
 

  

   

  

医療 
すべては”患者中心の

医療”のために 

■県内で唯一の特定機能病院として先進医療を提供 

「医療の砦」として最重症疾患患者を受入 
 

■大学病院初の北米型（ER）救急体制 

一次救急から三次救急まで、全ての患者のニーズに 

応じた救急医療を、３６５日２４時間体制で実践 
 

■パートナーシップ・ナーシング・システム（PNS）と 

「看護総合力育成プログラム」の実現 

・全国初の「二人三脚方式」の病棟看護方式 

・新人看護師に対して育成チームによる支援体制 
 
 

■総合周産期母子医療センター 

・母胎・胎児集中治療管理室（ＭＦＩＣＵ）  

新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ）     

新生児回復期治療室（ＧＣＵ）       

・産科・小児科医師の連携により、リスクの高い妊婦や新生児を受入 

（１）最高・最新の医療を安心と信頼の下で 

全ての患者を受入 

“地域医療の砦”として迅速に対応 

ベテラン看護師とペアを組む若手看護師 

（PNS） 

新生児集中治療管理室（NICU） 

    

建設中の新病棟 

■優れた地域医療人を輩出するハイクオリティーメディカルセンター 

○平成２６年９月開院予定 

○５つの柱に沿って各施設を再編 

「揺るぎ無き地域診療拠点の構築」 

 「実践重視型教育環境の充実」 

 「福井ブランドの先進医療の開発・実践」 

 「快適・安全な医療空間の提供」 

 「堅固な経営基盤の構築」 

○消化器や呼吸器などの臓器・疾患機能別に病棟セン

ターを整備し、内科、外科など従来の枠組みを超え

た集学的診療体制による治療効果の向上を図る 

○手術用ロボット「ダヴィンチ」を始めとする先端医

療機器の導入 

（２）医学部附属病院再整備 

病室（モデル） 

詳しくは　 福井大学　病院

詳しくは　 福井大学　緊急被ばく

詳しくは　 福井大学　ＰＮＳ
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医療
すべては“患者中心の

医療”のために

医療
すべては“患者中心の
医療”のために



 

 
 

  

  

   

 

  

（３）教育・研究の成果を地域社会へ 

■福井大学きてみてフェア 

大学の教育や研究について、体験し

ながら学ぶコーナーや学生の授業

発表などを通して、広く地域の方々

に紹介 

■生涯学習市民開放プログラム 

市民の方々に授業を開放して生涯学習の機会を提供すると

ともに、地域社会と大学の連携を推進 

修了証書授与の様子 
■語学学習環境 

英語を学習したい市民の方々に語学自主学習ができる言語

開発センターを開放 

社会 

貢献 

マイクロフローラの工作 

サッカーロボットの実演 

■展示企画 
 

学生、教員、公共施設との連携のも

と、図書館や病院内施設における所

蔵資料などの展示公開 

 

「日本一短い手紙」と

「かまぼこ板の絵」の 

物語コラボ展 

■公開講座 

教育・研究・診療の成果を活かした

学術的・文化的講座や、地域住民の

ためのブラッシュアップ及びキャ

リアアップのための講座など、多彩

な講座の開講 

親子で電子工作体験 

「グリフィスと福井」 

増補改訂版 出版記念展 

福井の城下町探訪 

－一乗谷を歩く－ 

 

 
 

  

   

  

  

社会 

貢献 

                   
                                         

                                 
                                    
                              

○国際整形災害外科学会（ＳＩＣＯＴ）と日本整形外科学会の

支援を受け、東アフリカのウガンダ国立マケレレ大学に整形

外科分野の人材育成を目的に「ＳＩＣＯＴ－Ｊａｐａｎ外傷

医学マケレレ教育センター」を開設。ＳＩＣＯＴが支援する

研修施設は世界で６例目。日本整形外科学会の海外研修施設

支援は初 

○国際協力機構（ＪＩＣＡ）からの要請を受け、福井大学へ現

地医師を受入 

アフリカ人医師の研修風景 

■東アフリカへの国際医学教育・医療支援 

■ＵＡＥプロジェクト：乾燥地帯に潤いを 

高温・乾燥地のＵＡＥ（アラブ首長国連邦）における植物栽培

のため、水分保持に優れているポリマーを使った吸水性織編物

を開発。芝生緑化や果物等の節水栽培を可能にし、土壌から水

分蒸発を抑える技術の開発を目指す ＵＡＥでの実験の様子 

■災害医療支援の検証 
○宮城県と福井県の行政機関等による災害医療支援の検証

会を実施 

■学生ボランティア派遣 
○岩手県と福島県の被災者に対するクリスマスボランティ

アツアーに参加 

○災害ボランティアについて、学生同士の座談会を実施 

○福島県在住の子ども達と母親に対する遊びと語りの支援

を実施 

■水産物の放射線物質測定支援 
○水産物の汚染に関する調査を目的とした、放射線物質の

測定による支援を実施 

■その他の主な支援 
○震災直後から医師派遣を継続的に実施 

○被災地支援の経験を受け止め主体的に動ける学生の育成 

○被災者の心のケア 

○医師によるエコノミー症候群予防検診及び検討会の実施 

（平成 25 年度中の支援） 

（１）国際社会への貢献 

（２）東日本大震災復興支援 

水産物の放射線物質測定 

災害医療支援検証会議の風景 

遊びと語りのプロジェクト 

詳しくは　 福井大学　ＬＤＣ

詳しくは　 福井大学　共通教育センター

詳しくは　 福井大学　図書館

詳しくは　 福井大学　地域貢献推進センター

詳しくは　 福井大学　災害詳しくは　 福井大学　東日本
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社会
貢献

社会
貢献



 

 
 

   

 

福井大学の理念 

福井大学は、学術と文化の拠点として、高い倫理観のもと、人々が健やかに暮らせるための科学と
技術に関する世界的水準での教育・研究を推進し、地域、国及び国際社会に貢献し得る人材の育成

と、独創的でかつ地域の特色に鑑みた教育科学研究、先端科学技術研究及び医学研究を行い、専門
医療を実践することを目的としています。 

このような理念を踏まえ、福井大学では、次の４点を長期目標として、教育、研究及び社会貢献な

どを推進します。 

長期目標 
１．福井大学は、２１世紀のグローバル社会において、高度専門職業人として活躍できる

優れた人材を育成します。 
２．福井大学は、教員一人ひとりの創造的な研究を尊重するとともに、本学の地域性等に

立脚した研究拠点を育成し、特色ある研究で世界的に優れた成果を発信します。 

３．福井大学は、優れた教育、研究、医療を通して地域発展をリードし、豊かな社会づく

りに貢献します。 

４．福井大学は、ここで学び、働く人々が誇りと希望を持って積極的に活動するために必

要な組織・体制を構築し、社会から頼りにされる元気な大学になります。 

第１期中期目標期間評価 地方総合大学１位 

（Ｈ１６からＨ２１年度） 

項目別評価点 

■福井大学の教育・研究・社会連携・国際交流・業務運営に対して高い評価を獲得 

※福井大学事務局調べ 

国立大学評価委員会（文部科学省）が 
公表する基準による評価ランキング 

順位 大学名
総合評価
ウエイト

1  奈良先端科学技術大学院 71.00

2  滋賀医科 64.75

3  浜松医科 60.64

4  お茶の水女子 59.93

5  東京工業 59.76

6  東京 58.96

7  福井 56.24

8  東京外国語 56.00

9  東京医科歯科 55.43

10  京都 53.96

教育 研究 達成状況 業務運営 総合評価

福井大学 8.58 3.50 4.00 6.00 56.24

86大学平均 6.14 2.80 3.49 5.93 45.65

※総合評価＝(教育+研究)×3＋(達成状況+業務運営)×2 

全国８６国立大学の中で総合７位 

評 価 

地方総合大学中１位 

北信越ブロック１位 

福井大学の実力 

国立大学は６年毎に、その活動状況について国の評価を受けます 

 

 
 

  

  

   

  

学生の

輝く姿 

地域に根付く学生の活動 

■Enjoy Mytown Project 

教育地域科学部学生を中心に福井駅周辺の課題についてま

ちあるきを中心に駅前の魅力を知ってもらうために活動。

地域の子供たちとともに「理想の駅前プロジェクト」に取

り組む 

 

■永平寺消防団大学生防災サポーター 

医学部学生が「機能別消防団員」として入団し、様々な地

域防災計画に基づく訓練等に参加。大学で学んだ専門知識

を生かして、大規模災害時の避難所等で応急救護での活動

が期待されている 

 
永平寺消防団救命講習会 

■雑木林を楽しむ会 

福井大学隣に広がる約 3000 ㎡の雑木林を、地域の人々と共

に守り、楽しむことを目的に発足。清掃活動、ツリーハウ

ス設置、バーベキュー大会、映画上映会など活動を広げ、「自

然と人間が共生できる森の創成」を共通テーマにワークシ

ョップを開催 

雑木林に巣箱を設置 

■たわら屋 

地元の田原町商店街と学生が連携して、空き店舗を利用した

活動拠点を作り、商店街の活性化のために様々な企画を共同

で実施。活気を取り戻しつつあると、全国紙にも取り上げら

れ、注目されている取組 

学生目線で人が集まるイベントを企画（たわら屋にて） 

どろんこ祭り 

■Fukui Play-Studio 遊房 

子どもが持つ「素」のココロを大切にし、子どもたちの遊び

空間を提供することで生きる力を育む手助けをする。どろん

こ祭りやダンボールハウス作りなどイベント等の企画を通

して子どもたちと一緒に学び、感じ取ることを目的に活動を

展開 

「理想の駅前プロジェクト」発表会 

詳しくは　 福井大学　評価等
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評　価学生の
輝く姿



 

☆福井大学にはどんな研究をしている
先生がいるの？ 

 
大学のＨＰから福井大学に所属している
研究者 （教員）情報を検索できます。
http://www.u-fukui.ac.jp/ 

 
所属組織・職名・氏名に加え、専門分野
やキーワード検索もできます。ぜひご活
用下さい。 

●大学へのご意見・ご質問について、お気軽にお寄せ下さい。
福井大学広報センター 
〒910-8507 福井県福井市文京３丁目９番１号 TEL:0776-27-9733 FAX:0776-27-8518 
メール koho@ad.u-fukui.ac.jp    HP http://www.u-fukui.ac.jp/  

■ＬＥＤを使った灯りプロジェクト 

キャンパスイルミネーションは、平成 21 年冬に文京キャンパスで初めて開催され、翌年からは患者さんに優しい灯りを届

けようと松岡キャンパスでも開催しています。学生の思い出に残る感動を与えるイルミネーションとなるよう、学生自らが

企画し、毎年行灯やオブジェを用いた様々な技術・工夫を重ねた福井大学ならではの「ものづくり」としての取り組みが

行われています。この一つ一つの歩みが、学生生活における福井大学での大切な記憶として胸に刻まれ、社会へはばた

く力の原動力となるべく取り組んでいます。 

灯りで心に感動を 

☆福井大学にはどんな研究をしている
先生がいるの？ 

大学のＨＰから福井大学に所属している

研究者 （教員）情報を検索できます。

http://www.u-fukui.ac.jp/ 

所属組織・職名・氏名に加え、専門
分野やキーワード検索もできます。
ぜひご活用下さい。 

●大学へのご意見・ご質問について、お気軽にお寄せ下さい。
福井大学広報センター 
〒910-8507 福井県福井市文京３丁目９番１号 TEL:0776-27-9733 FAX:0776-27-8518 
メール koho@ad.u-fukui.ac.jp HP http://www.u-fukui.ac.jp/

教育研究者検索

詳しくは　 福井大学　キャンパスイルミネーション

詳しくは　福井大学　教育研究者情報

発行日　平成26年４月１日　　発行　福井大学総合戦略部門経営戦略課


